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教科 理科 科目 生物基礎α 単位数 2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 「改訂 高等学校 生物基礎」 （第一学習社） 
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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

○本授業では、細胞レベルの現象を扱います。細胞内で起こる化学反応についても教科書に出てき

ますので、1年時で学習した化学基礎も復習しながら受講してください。また、授業の内容を自

身でまとめて復習することをおすすめします。 

○自身のからだでどのような変化が起こり生活することができているのか、また、ヒト以外の生物

はどのような影響を受けて生活をしているのかに興味・関心をもって取り組んでください。 

○ヒトとヒト以外の生物との共通性も意識しながら授業を受けてください。 

 

２ 学習の到達目標 

○変化が生じる時に、身体では何が起こっているのかを理解するための知識を身に付ける 

○実験を通して、器具の正しい使い方や薬品の性質と使用目的を理解する 

○実験の結果や学習した内容から、日常生活における現象がどうして起こるのかを考える力を身に 

付ける 

○ヒトとヒト以外の生物との共通性を理解する 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

生命活動を維持する

ために、生物は何をし

ているのか。目に見え

るところで生じる変

化と目に見えない、ま

たは意識せずに生じ

ている変化について

興味をもって積極的

に学習することがで

きる。 

目に見えない事象に

ついて、思考すること

ができる。また、学ん

だことを自身の言葉

として表現すること

ができる。 

顕微鏡などの実験器

具を正しく操作する

技術を身に付けるこ

とができる。さらに、

実験の結果を正しく

処理をすることがで

きる。 

自然現象の基本的な

概念や原理・法則を

理解し、知識を身に

付けている。 

評
価
方
法 

出席状況 

授業態度 

発問に対する答え 

定期テスト 

レポート 

発表実習 

実験実習 レポート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a B c d 

１
学
期 

生
物
と
遺
伝
子 

生物の特徴 

 生物の多様性と共通性 

 エネルギーと代謝 

 光合成と呼吸 

○  ○ ○ a:細胞内では、どのような化学

変化が生じているのか。ま

た、どのようにエネルギーが

生産・消費されているのか、

興味関心を持って学習に取

り組むことができている 

b:さまざまな種が存在する中

で、生命維持に欠かせないエ

ネルギーがどのように合

成・利用されているのかを考

察することができる。 

c:実験を通して、器具の正しい

基本操作を学ぶとともに、ス

ケッチや結果の記録方法を

身に付けることができる。 

d:生命維持は、単一の化学変化

によって成されているので

はなく、複雑にさまざまな器

官と物質がかかわりあって

いることを理解し、知識とし

て身に付けることができる。 

授業態度 

定期考査 

実験実習 

課題レポート 

遺伝子とそのはたらき 

 遺伝情報と DNA 

 遺伝情報の発現 

 遺伝情報の分配 

○ ○  ○ a:身体の設計図である遺伝子

が、どのようなものである

か、どのように次代へと伝わ

っていくのか、興味をもって

学習することができる。 

b:環境に適応するため子孫へ

と受け継いでいく DNA と遺

伝子の関係性をもとに、有性

生殖の有効性について考察

することができる。 

c:DNA や染色体の実験におい

て、実験器具や薬品の管理、

基本的な操作方法を習得す

ることができる。 

d:遺伝子や DNA の複製やどの

ようにして身体の形成が行

われているのかを正しく理

解することができる。 

授業態度 

定期考査 

実験実習 

課題レポート 



２
学
期 

生
物
の
体
内
環
境
の
維
持 

生物の体内環境 

 体内環境としての体液 

 腎臓と肝臓による調節 

 神経とホルモンによる調節 

 免疫 

 ○  ○ a:生命活動を維持するために、

体内環境をどのように調節

しているのか。これに関わっ

ている体液、自律神経、内分

泌系の働きについて興味関

心を持って学習することが

できる。 

b:体内環境を調節するために

生成される物質が、どう影響

するのかを結果から考察す

ることができる。 

c: 実験実習で器具の操作や薬

品の性質、観察・記録する力

が身についている。 

d:体内環境の維持とそれに関

わる機構を理解し、知識を身

に付けている。 

授業態度 

定期考査 

実験実習 

課題レポート 

生
物
の
多
様
性
と
生
態
系 

植生の多様性と分布 

 植生とその成り立ち 

 植生の遷移 

 気候とバイオーム 

○   ○ a:植生と気候の関係性、植生の

移り変わりに興味・関心を持

って学習することができる。 

b:植生と気候の関係性につい

て考察することができる。 

d:植生、バイオームについて理

解し、知識を身に付けている。 

授業態度 

定期考査 

実験実習 

課題レポート 

３
学
期 

生態系とその保全 

 生態系とその成り立ち 

 物質循環とエネルギーの流れ 

 生態系のバランスと保全 

○   ○ a:生態系における物質循環・エ

ネルギーの流れ、人間の生態

系への影響について興味・関

心を持って学習することが

できる。 

b:生態系の物質循環・エネルギ

ーの流れ、栄養段階との関係

性、人間の生態系への影響に

ついて考察することができ

る。 

d:生態系について理解し、知識

を身に付けている。 

授業態度 

定期考査 

実験実習 

課題レポート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


